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未来のために～みんながやさしさでつながるまち～習志野 

障がいのある人もない人も習志野で共にはたらくことを目指す広報紙「ならたく」は、令和 5年度より名称を「な

らとも」に変更し、地域共生社会を目指すためのテーマを障がい全体に広げて取り上げていきます。 

10月号では、障がいのあるお子さんが通う学校についてお知らせします。 
はじめは、習志野市内のお子さんが通う２つの特別支援学校について紹介します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この他にも、県立千葉盲学校（視覚障がい）、県立千葉聾学校（聴覚障がい）、県立八千代特別支

援学校（知的障がい：小中高等部）県立船橋夏見特別支援学校（肢体不自由：中学部、高等部）等

の特別支援学校があります。 

 

 

 

 

 

住所  習志野市袖ケ浦 5丁目 11番 1号 

習志野市を通学区とする、主に知的障がいのある児童を対象とした小学部単独の特別支援学校です。
平成２７年に袖ケ浦東幼稚園跡地に開設されました。 
同じ敷地内にある習志野市立袖ケ浦東小学校と、年間を通して交流および共同学習を行っています。 
本校の児童は、『たのしく なかよく げんきよく』を合言葉に、教科学習や、着替え、排せつ、食事といった日常生
活の指導、広範囲に各教科等の目標や内容を扱う生活単元学習、児童のまわりにある困難さを主体的に改善・克
服する力を育てる自立活動などの学習に取り組んでいます。 
生活単元学習では、学校周辺に魅力的な公園や商店などがあるという立地を生かし、地域に町探検に出かけた
り、買い物や公共交通機関の利用をしたりする学習もしています。 
また、隣接する袖ケ浦東小学校をはじめとして、近隣の就学前施設、小学校特別支援学級、高等学校との交流
及び共同学習にも積極的に取り組んでいます。 
 

 

船橋市、市川市、習志野市、八千代市、浦安市を学区とする肢体不自由教育を行う特別支援学校で
す。平成 27 年度船橋夏見特別支援学校の開設により小学部のみの学校となりました。 
卒業した児童の多くは、中学部・高等部のある船橋夏見特別支援学校に進学します。 
本校では児童の実態に応じて三つの教育課程を編成しています。通学することが困難な児童に対し

ての訪問教育や葛南地区の小中学校に在籍する視覚障がい、聴覚障がい、肢体不自由のある児童生徒
への通級による指導も実施しています。 
また、ICT 教育の推進や障がい者スポーツ教育の充実にも力を入れており、今年度は、「心のバリア

フリー教育地域拠点校」として、車いすバスケ体験やパラスポーツでの交流に取り組んでいます。 
 

パラスポーツ器具の貸し出もしています 自立活動室では身体の動きを高める運動をしています 

 

  

 

就学前の友だちとの交流 一人ひとりに合わせた教材教具 



［発行所：習志野市障がい者地域共生協議会 発行人：松尾公平］ 
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【お問い合わせ】習志野市障がい者地域共生協議会（通称「ならとも」） 
 
 …障がい当事者の家族、福祉事業所、行政機関の職員等が集まり、障がい者の地域生活を支える
ための活動や検討会を行っています。 
事務局：習志野市 障がい福祉課 習志野市鷺沼 2丁目 1番 1号 

電話 047（453）9206 F A X 047（453）9309 ならとも 習志野 検索 

わたしたちは、『きらっといっぽの会』（※♪）です。 
市のホームページに子育てエピソードを連載しています。子育て
は障がいのある子もない子もいっしょです。ぜひごらん下さい！ 

インスタグラム 

(※♪)『きらっといっぽの会』 は

市民活動団体です。 
ホームページ、インスタグラムは
左記QRコードよりご覧ください。 

ホームページ 

他のエピソードも公開中！

このQRコードから習志野市

のホームページをご覧くだ

さい。 

小さい頃から音に敏感な息子です。特に大きな音は苦手で
よく泣いていました。映画や花火は何回も行くにつれ、だ

んだん平気になりましたが…。どうしても慣れないのが台
風や強風の夜の轟音です。一人部屋で寝るようになってか
らも怖くてよく大泣きをしていました。「少しくらい我慢
しなさい💢」と無理難題を言ったりしましたが、当然泣き
止むはずもなく、困ってしまいました。そんな頃、ヘッド

フォンが使えるようになったので試しに「好きな音楽を聴
きながら寝てもいいよ〜」と伝えてみたところ、なんと、
轟音にも負けない泣き声が止み、朝までぐっすり眠ること
ができたようです。でも…目にいっぱい涙をためながら。

これで根本的な解決とはなりませんが、その場その時々に
工夫を凝らせばいいことに気づきました。 

習志野市では、特別な支援を必要とする児童生徒の自立や社会参加に向けた主体的な取り組みを支援
するという視点に立ち、一人一人の教育的ニーズに応じた教育が受けられるよう、特別支援学級・通級
指導教室・特別支援学校といった学びの場の充実に取り組んでいます。 
習志野市の特別支援教育は、児童の特性によって特別な支援を受けられる学びの場があります。 

【自閉症・情緒障がい特別支援学級】 

・全小・中学校 

【知的障がい特別支援学級】 

・津田沼小学校 

・大久保小学校 

・谷津小学校 

・鷺沼小学校 

・実籾小学校 

・袖ケ浦西小学校 

・屋敷小学校 

・香澄小学校 

・第一中学校 

・第二中学校 

・第三中学校 

・第四中学校 

・第五中学校 

・第六中学校 

【言語通級指導教室】 

・東習志野小学校 

・袖ケ浦東小学校 

・向山小学校 

【難聴通級指導教室】 

・東習志野小学校 

【LD・ADHD等通級指導教室】 

・大久保東小学校 

【サテライト教室】 

県立船橋特別支援学校による「きこえ」

の通級指導 

・第六中学校 

【特別支援学校】 

・県立習志野特別支援学校 

・県立船橋特別支援学校 

・県立八千代特別支援学校 

・県立盲学校 

・県立聾学校 

 など、子供の特性に応じた学校があ 

ります。 


